お 客 様 へ 
ト こ 1 =| ARP e こ の 器具 の 施工 に は 電気 工事 土 の 資格 が 必要 で す 。 
取付 工事 は 必ず 電気 工事 店 に 依頼 し て くだ さい 。 
LED a 自 洛 電 : 半 冒 
照明 用 直流 電源 義直 


H @ 工 事 が 終了 し まし た ら 、 形 名 、 設 置 完 了 日 、 販 売店 
工事 説 月 書 話 ぉ お ょ oO 取扱 説明 書 (工事 店 ) 名 を 記入 し て 、 こ の 説明 書 を 必ず お 客 様 へ 
お 渡し くだ さい 。 


形 名 「 形 。 名 ] 


DL-YP114 設置 完了 日 年 月 日 


販売 店 名 
(工事 店 名 ) 
、 ノ 
お 買い あげ い だ だ きま こと あり が か と うこ ざい まし だ 
本 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 
ご 使用 の 前 に 「 安 全 上 の ご 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 
本 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 保存 し て 
る 記さ いり 


安全 上 の ご 注意 必ず お 守り くだ さい 


人 へ の 人 危害 、 財 産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 。 


画 誤 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 
次 の よう に 区 分 し て 、 説 明 し て いま す 。 次 の 図 記号 で 説明 し て いま す 。 


に 、 ま た は 重傷 を 負う お それ が ある 」 内 容 。 Q し て は いけ な いこ と 。 
性 を 負う 、 ま た は 財産 に 損害 を 受け る お それ が ある 」 内 容 。 (①D し な けれ ば な ら な いこ と 。 


還 本 ミミ ョ ゴミ ネム 軸 施工 上 の ご 注意 


人 警告 


久本 電源 装置 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使用 し な い 。 信 直 射 日 光 の 当たる 場所 、 湿 気 の 多い 場所 、 
QQ (器具 落下 、 感 電 、 火災 の 原因 ) QO 振動 の ある 場所 、 雨 の 吹き 込み を 受け る 場所 、 
久本 電源 装 着い る LED 穫 D2 に 和 し な い 。 可燃 性 ガス ・ 腐 食性 ガス の 発生 する 場所 で は 
(感電 、 火 災 、 和 灯具 ・ 電 源 の 故障 の 原因 ) 使用 し な い 。 
久本 電源 装 置 に 他 の 荷重 を か け な い 。 (感電 、 火 災 、 故 障 、 サ ビ の 原因 ) 
(感電 、 火 災 、 焼 損 、 器 具 落 下 の 原 因 ) 断熱 材 施工 0 密閉 し た 空間 で 使用 し な い 。 


人 @ 断 熱 材 、 防 音 材 、 燃 え や すい 物 で 覆 わ な い 。 
(火災 、 損 傷 の 原因 ) 

人 @ 本 電源 装置 を は 防湿 型 で は な いた め 
湯気 、 湿 気 の 多 い 場 所 に は 使わ な い 。 


発熱 、 故 障 の 原因 ) 
⑧ 不 安定 な 作業 環境 や 作業 設備 で は 施工 し な い 。 

(感電 、 転 落 、 ケ ガ の 原因 ) 
@ この 製品 は 調 光 制御 非 和 応 で あり 、 調 光 器 と 


ンー へ 


(湯気 の 侵入 に よる 絶縁 不良 、 感 電 の 原因 ) の 併用 は し な い 。 
@ 施 工 は 工事 説明 書 に し た が っ て 確実 に お こ な う 。 (誤っ て 使う と 動作 不良 、 発熱 、 故 障 の 原因 ) 
( 事 、 火 災 、 宮 具 落 下 の 原因 ) 周囲 温 度 は 5 一 35C の 範囲 で 使用 する 。 
@ 本 電源 装置 は ネジ で 固定 し て 使用 する 。( 器 只 落 下 の 原 因 ) 0 上 
表示 電圧 の 69% 以 内 の AC 電 源 で 使用 する 。 喘 務 台 の 送り ea 
容量 は 3. フ A 以 下 で 使用 する 。 (火災 、 故障 の 原因 ) 設置 工事 を お こ な う 。 (感電 、 故障 の 原因 ) 


rp モニ イモ ネム 還 詞 使 用 上 の ご 注意 | この 説明 書 は 必ず 保管 し て くだ さい 。 


本 電源 装置 を 改造 し た り 、 部 品 を @ 本 電源 装置 に は 寿命 が あり ます 。 設置 し て 10 年 経つ と 外観 に 異常 が 
変更 し て 使用 し な いで くだ さい 。 な く て も 内 部 の 劣化 は 進行 し て いま す 。 点検 ・ 交 換 を お すす めし ま 
(器具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) す 。 (使用 条件 は 周囲 温度 30C で 1 日 10 時 間 点灯 、 年 間 3000 時 間 

@ 使用 中 に 以上 を 感じ た 場合 は すぐ に 点灯 で す : JIS C8105- 1 解説 に よる ) 
電源 を 切り 、 販 売店 (工事 店 ) に ご 相談 ⑯3 年 に 1 回 は 、 工 事 店 な どの 専門 家 に よる 点検 を お 受け くだ さい 。 
くだ さい 。 点検 せ ず に 長 時 間 使い 続け る と 、 ま れ に 、 発 煙 、 発 火 、 感 電 な ど に 至る 
(感電 、 火 災 、 器 具 落 下 の 原 因 ) お それ が あり ます 。 


お 知ら せ 


@ ラジ オ 、 テ レビ な どの オー ディ オ 機 器 と 同一 ブ プレー カー に 接続 し た 場合 は 、 機 器 の 雑音 が 入る 場合 が あり ます 。 


@ 示 外 線 リ モコ ン 方 式 の 機器 は 、 本 電源 装置 か ら 離し て ご 使 


e 同時 通訳 な どの 誘導 無線 機器 で は 、 同 時 使用 で き な い 場合 や 、 ノ イズ ・ 音 切れ の 発生 する 場合 が あり ます 。 


@ 本 電源 装置 を 使 


1 し た 周明 突 具 の 』 


が あり ます 。 


くだ さい 。 雑 音 が 入っ た り 、 動 作 し な い 場 合 が あり ます 。 


軌 明 下 で ビデ オカ メラ な ど に より 撮影 


的 に フリ ッ カ が 発生 する こと 


$ こ な つた 場合 、 画 像 に 周 # 


@ 木 


電源 装置 は 、AC 電 源 の 瞬時 人 


電 に 対す る 保護 回 路 を 有 し て お り ま せん の で 、 瞬 時 停電 発生 の 場合 、 接 続 し こい る ダウ ン ラ イト 


本 体 が 一 瞬 消灯 する 場合 が あり ます が 、 


ト 良 で は あり ませ ん 。 


@ 通電 し て も 光源 が 点灯 し な い 場 合 は 、 本 電源 装置 の 保護 回 路 が 働い て いる お それ が あり ます の で 、 一 度 通電 を 切っ た 状態 で 


光源 と の 接続 を 点検 の 上 で 、 約 6 0 秒 経過 後に 再度 通電 し て くだ さい 。 
取付 方 法 
* ¢ 


I. 埋 込 究 を あけ る 


取り 付け 前 の 状態 を 確認 し 、 電 源 装置 の 重量 に 
十分 耐え る よう な 取付 部 の 強度 を 確保 し て くだ 
さい 。 (不備 が ある と 落下 の 原因 ) 


ダウ ン ラ イト 本 体 に 応じ た 埋 込 穴 を あけ る 。 
詳し く は 灯具 の 工事 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


どら . 配 線 の 接続 


軍 * 直 #4 理 
電源 端 


台 の 電源 線 差 し 込み 穴 に 電源 線 を 、 ア ー ス 線 
差し 込み 穴 に アー ス 線 を 確実 に 差し 込む 。 


(接続 が 不 十 分 な 場合 、 火 災 の 原因 ) 


@ 電源 線 は 適合 電線 を 使用 し て くだ さい 。( 火 災 ・ 感 電 の お それ ) 


@ D 種 (第 邊 


@ 適合 電線 は の 1.6.2.0mm 単 線 で す 。 

@ 電源 端子 台 の 送り 容量 は 3.7A 以 下 で す 。 
(オー バー し た 場合 、 火 災 、 

接地 工事 を お こ 


(感電 、 ノ イズ の 原因 ) 
天井 内 で 横転 ・ 逆 転 し な いよ うに 設置 する 。( 設 置 が 不 完全 な 場合 、 火 災 、 感 電 の 原因 ) 
@ 周囲 1 0cm 以 内 に は 可燃 物 を 置か な いで くだ さい 。 (火災 の 原因 ) ※ ネ ジ 類 は 付属 し て いま せん 。 別 途 ご 用 意 く だ さい 。 


ーー 各部 の な まえ - 


せ 


電源 装置 


感電 の 原因 ) 
な っ て くだ さい 。 


電源 線 
(の 1.6、 ら .0mm 単 線 ) 


( 世 夫 材 ・ 防 音 材 の 施工 方 法 に つい て ) 


| 10cm 以 上 |10cm 以 上 |10cm 以 上 
住宅 の 断熱 施工 天井 で は ご 使用 出来 ませ ん 。 住 宅 以外 の 断熱 施工 天井 で 80cm 以 上 _ 10cm 以 上 
ご 使用 の 場合 の 施工 方 法 は 、 右 図 の 通り で す 。 トー 
※ 電 源 線 は 断熱 材 ・ 防 音 材 の 上 側 に 来る よう に 配線 し ます 。 断熱 材 ] a = 用 断熱 材 
端子 台 の 周囲 10cm 以内 に は 、 断 熱 材 、 防 音 材 、 可 燃 物 を 置か な い 。 防音 材 上 っ = 防音 
ーー|10cm 以 上 可燃 物 
| 坦 込 必要 高 ( 天 井 厚 25mm) 
ダウ ン ラ イト 本 体 の コネ クタ ー と 電源 装置 の コネ クタ ー を 接続 する 。 
6) (接続 が 不 完全 な 場合 、 火 災 、 感 電 の 原因 ) 0 
@ 電源 装置 を 通電 し た 状態 で 光源 部 と 接続 し な いで くだ さい 。 
* ネ 必ず 当社 で 指定 され た 本 体 と 組み 合わ せ て ご 使用 くだ さい 。 二 込 n 委 
$100mm 
佳 様 お 問い 合わ せ 先 
メー ル で の お 問い 合わ せな ど 
DL-YP114 【 シ ャ ー プ サポ ー ト ペー ジ 】 http://www.jp.sharp/support/ 
入力 電圧 100-242VAC 
入力 周波 数 50760Hz 使用 方 法 の ご 相談 な ど 固定 電話 、PHS か ら は 、 フ リー ダイ ヤル 携帯 電話 か ら は 、 ナ ビ ダ イヤ ル 
定格 出力 電圧 24VDC 【 お 客 様相 設 セ ンタ ー】 [eg.0120-508-562 ク .0570-550-189 
定格 出力 電流 0.8A 画 フ リー ダイ アル ナビ ダイ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 050-3852-5405 FAX の 場合 06-6792-5993 
外形 寸法 (Cxwxh) 48X175X41emm 画 ご 相談 受付 時 間 (年 末年 始 を 除く ) 月 曜日 土曜 日 午前 9 時 一 午後 6 時 日 曜 ・ 祝 日 午前 9 時 一 午後 5 時 
取付 寸法 167mm 
質 量 0.27kg 


シャ ー プ 株 式 会 社 


本 社 〒590-8522 大 阪 府 堺 市 堺 区 匠 町 1 番地 
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